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は
　
じ
　
め
　
に

　
天
平
六
年
（
七
三
四
）
十
一
月
二
十
日
に
多
妻
嶋
に
来
着
し
た
同
五
年
度
遣
唐
大
使
多
治
比
真
人
広
成
の
船
に
は
、
養
老
元
年
（
七
一

七
）
度
の
遣
唐
使
に
随
行
し
た
下
道
朝
臣
真
備
と
墨
書
肪
ら
が
・
在
唐
留
学
の
成
果
を
携
え
て
同
乗
し
て
い
冠
．
・
翌
天
平
七
年
三
月
に
入

京
し
た
下
道
真
備
は
、
四
月
二
十
六
日
に
『
唐
礼
』
＝
二
〇
巻
・
『
太
術
三
菱
』
一
巻
・
『
太
街
暦
立
成
』
一
二
巻
・
天
文
観
測
具
・
楽
器

・
『
楽
書
要
録
』
一
〇
巻
・
弓
箭
な
ど
を
献
上
す
る
が
、
玄
肪
の
方
は
「
経
論
五
千
余
巻
」
と
諸
仏
像
を
も
た
ら
し
、
皇
朝
は
唐
の
天
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
玄
宗
）
と
同
じ
く
紫
袈
裟
を
施
し
て
玄
肪
に
着
さ
せ
た
と
い
う
。
帰
国
後
、
真
備
は
正
六
管
下
を
授
け
ら
れ
大
学
助
と
な
っ
て
官
途
に

　
（
3
＞

就
く
の
に
対
し
、
玄
肪
は
、
八
年
二
月
七
日
に
封
一
〇
〇
戸
・
田
一
〇
町
・
扶
翼
童
子
八
人
目
施
与
と
い
う
破
格
の
扱
い
を
受
け
、
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

八
月
二
十
六
日
に
は
僧
正
に
直
任
さ
れ
内
道
場
に
安
置
さ
れ
た
。
玄
室
が
急
速
に
栄
達
を
遂
げ
る
の
は
、
玄
宗
か
ら
紫
袈
裟
の
着
用
が
許
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さ
れ
た
と
い
う
学
徳
に
加
え
、
九
年
十
二
月
二
十
七
日
に
聖
武
天
皇
の
母
藤
原
朝
臣
宮
子
の
病
を
快
癒
さ
せ
た
よ
う
に
呪
的
な
書
評
に
長

け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
玄
肪
が
、
宮
廷
の
仏
教
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
光
明
皇
后
発
願
の

「
五
月
一
日
経
」
書
写
な
ど
は
そ
の
好
例
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
機
関
（
写
経
所
）
で
天
平
八
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
の
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
、
唐
・
智
昇
撰
の

『
開
元
釈
教
録
』
に
よ
る
一
切
経
一
部
五
〇
四
八
巻
を
目
標
と
し
て
、
底
本
（
本
経
）
に
は
主
と
し
て
鼻
面
が
将
来
し
た
経
典
が
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
写
経
事
業
は
、
十
五
年
五
月
か
ら
『
開
元
釈
教
録
』
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
章
疏
も
対
象
に
し
て
天
平
勝
宝
末
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ま
で
継
続
さ
れ
、
書
写
さ
れ
た
巻
数
は
七
〇
〇
〇
巻
に
及
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
五
月
一
日
経
」
は
、
奈
良
時
代
の
一
切
経

書
写
の
範
に
な
る
と
と
も
に
、
教
学
研
究
の
進
展
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
が
、
そ
の
起
点
と
な
っ
た
の
が
信
管
の
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
に

改
め
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
正
倉
院
文
書
に
は
、
こ
の
玄
防
か
ら
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
所
が
借
請
し
た
経
典
の
目
録
が
存
在
す
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
目
録

か
ら
玄
肪
将
来
経
典
の
特
質
を
抽
出
し
、
併
せ
て
「
五
月
一
日
経
」
書
写
と
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
通
し
て
玄
肪

が
奈
良
仏
教
に
与
え
た
影
響
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
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玄
肪
の
所
持
経
典

　
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
所
が
玄
防
か
ら
借
請
し
た
経
典
を
書
き
留
め
た
目
録
は
、
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
篇
）
』
で
は
写
経
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

帳
と
題
さ
れ
て
い
る
（
続
々
修
十
六
ノ
八
、
七
ノ
五
四
～
九
〇
）
。
現
状
で
は
二
五
紙
で
あ
る
が
、
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
は
第
一
六
紙

（
七
ノ
八
○
）
と
第
一
七
紙
（
七
ノ
八
一
～
八
二
）
の
間
に
、
経
疏
出
納
帳
と
題
さ
れ
る
一
紙
（
続
修
別
集
四
十
七
裏
、
三
ノ
一
四
七
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

一
四
九
）
が
入
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
冒
頭
の
第
一
紙
に
は
「
自
天
平
八
年
九
月
廿
九
日
始
経
本
請
和
上
所
」
（
七
ノ
五
四
）
と
記
さ
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表1　『開元釈教録』入蔵経・不入蔵経と三業所持（将来）経典

分類 『開元釈教録』 玄　肪　経

大　乗　経

ﾊ若部
�ﾏ部
蜿W部
ﾘ厳部
¥三部
ﾜ大部外

515部2173巻
Q1部736巻
R4部169巻
Q4部142巻
Q6部187巻
@6部　58巻
S04部881巻

335部944巻
P7部114巻
R1部　50巻
Q2部134巻
@7部151巻
@2部　42巻
Q56部453巻

大　乗　律 26部　54巻 18部　39巻

大　乗　論 97部518巻 80部367巻
小　乗　経 240部618巻 44部100巻
小　乗　律 54部446巻 51部400巻
小　乗　論 36部698巻 5部　81巻

賢聖集伝 108部541巻 31部235巻
（合計） 1076部5048巻 564部2166巻

不　入　蔵 118部247巻 26部　90巻

録　　　外 24部145巻　一
（合計） 614部2401暴

れ
、
そ
の
左
に
天
平
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
三
年
四
月

十
九
日
に
か
け
て
二
九
回
に
わ
た
っ
て
借
請
さ
れ
た
経
典
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

目
録
が
、
ほ
ぼ
日
付
順
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
分

や
以
下
の
紙
面
に
散
見
す
る
「
和
上
」
（
七
ノ
五
六
・
七

六
、
三
ノ
一
四
七
～
一
四
九
）
「
僧
上
」
（
七
ノ
七
五
～
八

四
）
「
僧
正
」
（
七
ノ
八
八
～
八
九
）
が
玄
肪
に
相
当
す
る
こ

と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
写
経
二
本
帳
が

『
開
元
釈
教
録
』
一
九
巻
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
「
五
月
一

日
経
」
は
『
開
元
釈
教
録
』
に
載
せ
る
一
切
経
目
録
（
巻
一

九
・
二
〇
の
入
穿
録
）
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

（
1
1
）

る
。　

写
経
請
本
帳
に
は
、
七
〇
二
部
二
六
〇
三
巻
の
経
典
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
除
く
と
六
一
三
部
二
四
〇
〇
巻
が
玄
肪
か
ら
借
請
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
に
、
請
経
や
還
経
の
注
文

な
ど
を
貼
り
継
い
だ
写
一
切
経
所
請
経
町
に
は
天
平
十
五
年

三
月
十
一
日
付
の
僧
上
所
請
経
注
文
（
続
々
修
十
六
ノ
四
、

八
ノ
一
六
五
～
一
六
六
）
が
あ
り
、
四
部
五
巻
の
経
典
を
僧

上
所
か
ら
請
け
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
の
う
ち
の
『
浬
繋

三
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四

経
』
第
四
咲
第
一
巻
・
『
大
乗
四
法
経
』
一
巻
・
『
宝
積
経
論
』
二
巻
は
、
こ
れ
以
前
に
も
借
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
写
経
請
本
帳
に
見
え

て
い
る
（
七
ノ
八
五
、
六
二
～
六
三
）
の
で
、
『
阿
弥
陀
経
』
一
巻
が
新
規
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
一
部
を
加
え
る
と
、
借
請
経
典
は

六
一
四
部
二
四
〇
一
巻
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

　
「
五
月
一
日
経
」
書
写
の
た
め
に
、
玄
防
の
所
持
経
典
を
借
請
し
た
と
伝
え
る
史
料
は
以
上
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
借
請
は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「
経
本
請
和
上
所
」
と
記
し
て
写
経
請
本
帳
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
中
に

収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
末
尾
に
掲
げ
た
「
玄
肪
所
持
（
将
来
）
経
典
一
覧
表
」
（
以
下
一
覧
表
と
称
す
。
こ
の
一
覧
表
は
次
号
に
掲
載
）
は
、
写
経
所
が
玄
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）

か
ら
借
請
し
た
経
典
を
、
『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
九
・
二
〇
に
見
え
る
三
蔵
録
（
一
切
経
目
録
）
に
載
せ
ら
れ
た
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八

巻
の
経
典
及
び
巻
二
〇
の
末
尾
に
不
入
蔵
と
し
て
記
さ
れ
た
＝
八
部
二
四
七
巻
の
経
典
と
比
較
照
合
し
、
併
せ
て
三
蔵
・
不
入
蔵
経
に

は
含
ま
れ
な
い
録
外
経
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
六
一
四
部
二
四
〇
一
巻
の
う
ち
、
五
六
四
部
二
一
六
六
巻
は
入
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

経
、
二
六
部
九
〇
巻
は
不
入
蔵
経
で
、
そ
れ
以
外
の
録
外
経
は
二
四
部
一
四
五
巻
に
な
る
（
表
1
参
照
）
。
こ
れ
を
割
合
で
示
す
と
、
部

数
で
は
九
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
巻
数
で
は
九
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
入
蔵
経
で
、
不
入
蔵
経
も
含
め
る
と
部
数
は
九
六
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
、
巻
数
は
九
四
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
玄
肪
所
持
経
典
の
九
割
半
余
り
が
『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
九
・
二
〇
に
収

載
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
五
月
一
日
経
」
が
『
開
元
釈
教
録
』
の
一
切
経
目
録
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
妥
当
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
『
開
元
釈
教
録
』
二
〇
巻
は
、
唐
の
西
京
（
長
安
）
崇
福
寺
の
智
昇
が
開
元
十
八
年
（
天
平
二
年
、
七
三
〇
）
に
多
年
に
わ
た
る
諸
経

録
の
比
較
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
『
宋
高
僧
伝
』
鼻
輪
の
智
三
紋
で
は
、
こ
れ
を
「
経
法
之
譜
無
レ
出
二
黒
之
右
ム
矢
」
と
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
、
智
昇
の
仕
事
を
称
え
て
い
る
。
食
代
に
は
、
『
衆
経
目
録
』
五
巻
（
静
泰
撰
、
『
静
泰
録
』
と
も
い
う
）
・
『
大
唐
内
典
録
』
一
〇
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

（
道
宣
撰
）
・
『
大
唐
古
今
訳
経
論
紀
』
四
巻
（
靖
適
撰
）
・
『
大
周
刊
定
衆
愚
目
録
』
一
五
巻
（
明
倫
等
撰
）
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
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智
昇
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
に
も
不
備
な
点
が
あ
っ
た
。
『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
〇
に
示
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
を
見
る
と
、
『
静
罪
質
』
は

階
代
の
『
衆
経
目
録
』
五
巻
（
翻
経
沙
門
及
び
学
士
等
撰
、
『
仁
寿
録
』
と
も
い
う
）
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
仁
寿
録
』
そ
の
も

の
に
六
つ
の
誤
り
が
あ
る
と
す
る
。
『
大
唐
内
典
録
』
に
つ
い
て
は
「
宣
公
所
レ
撰
、
類
例
国
母
、
実
有
レ
可
レ
観
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
然

少
有
二
差
雑
一
」
と
し
て
九
つ
の
誤
り
を
指
摘
、
『
大
唐
古
今
訳
経
図
紀
』
は
長
安
の
大
慈
恩
寺
翻
経
堂
内
の
壁
に
画
か
れ
て
い
た
古
今
翻

訳
図
変
に
靖
遭
が
題
し
た
も
の
で
、
訳
経
の
記
述
は
問
題
の
あ
る
『
長
房
録
』
（
『
階
開
皇
三
宝
録
（
歴
代
三
宝
紀
ご
）
に
依
っ
て
い
る
こ

と
、
『
大
周
平
定
重
織
目
録
』
の
場
合
は
、
「
当
レ
刊
－
定
此
録
、
法
律
如
レ
林
徳
重
名
高
、
未
二
能
親
覧
一
、
但
書
コ
禰
藩
学
．
令
．
・
輯
撰
成
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

之
」
と
述
べ
編
輯
の
杜
撰
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
後
漢
以
降
、
漢
訳
さ
れ
た
経
典
は
潔
し
い
量
に
及
び
、
中
国
国
内
で
偽
作
さ
れ
た
偽
経
や
、
大
部
の
経
典
か
ら
抄
出
さ
れ
た
別
生
経
な

ど
が
混
在
し
、
正
統
的
な
仏
教
研
究
を
進
め
る
に
は
、
経
典
の
訳
出
者
・
年
代
・
存
否
、
偽
経
と
別
生
経
の
区
別
、
経
年
の
類
似
す
る
経

典
の
異
同
等
を
正
確
に
記
述
し
た
錘
重
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
経
法
之
種
無
レ
出
．
昇
之
右
一
　
」
と
さ
れ
る
『
開

元
釈
教
録
』
の
出
現
は
、
私
撰
と
は
い
え
、
西
京
内
の
仏
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
比
較
的
短
期
間
に
流
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
開
元
二
十
二
年
に
帰
国
の
途
に
つ
く
玄
馬
も
、
こ
れ
を
手
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
日
本
に
将
来
す
る
経
典
の
選
択
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

っ
て
、
巻
一
九
・
二
〇
に
載
せ
ら
れ
る
入
事
録
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
写
経
請
本
帳
な
ど
に
記
さ
れ
た
入
蔵
経
を
中
心
と
す

る
六
一
四
部
二
四
〇
一
巻
の
経
典
は
、
玄
馬
が
唐
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
玄
肪
所
持
経
典
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
入
蔵
経
と
さ
れ
る
「
〇
七
六
部
五
〇
四
八
巻
の
う
ち
、
部

数
で
五
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
巻
数
で
四
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
六
四
部
二
一
六
六
巻
し
か
借
請
さ
れ
て
い
な
い
点
を
ど
う
評

価
す
る
か
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
六
月
己
亥
（
十
八
日
）
条
の
玄
書
伝
に
は
「
経
論
五
千
余
巻
」
を
も
た
ら
し
た
と
あ
る

の
で
、
写
経
所
へ
は
そ
の
半
数
弱
し
か
貸
し
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
が
光
明
皇
后
の
発
願

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
宮
廷
の
信
任
を
背
景
に
栄
達
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
予
防
は
、
こ
の
写
経
の
方
針
、
す
な
わ
ち
『
開
元
釈
教
録
』
の
｝

五
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ノ、

切
経
目
録
に
即
し
た
写
経
計
画
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
入
蔵
録
に
含
ま
れ
る
将
来
経
典
は
す
べ
て
提
供
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
結
果
的
に
右
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
玄
防
が
将
来
し
た
入
蔵
経
は
一
覧
表
に
示
し
た
部
数

・
巻
数
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
経
論
五
千
余
巻
」
の
半
数
余
り
は
『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
九
・
二
〇
に
載
せ

ら
れ
な
い
経
典
と
な
る
わ
け
で
、
そ
こ
に
は
先
に
録
外
経
と
し
た
二
四
部
一
四
五
巻
の
よ
う
な
雑
経
や
注
釈
書
、
そ
れ
に
章
疏
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

研
究
書
類
が
含
ま
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
玄
防
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
や
書
写
に
供
さ
れ
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。

二
　
将
来
経
典
の
特
質

　
玄
肪
が
将
来
し
た
入
蔵
経
が
全
体
の
半
数
程
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
経
典
が
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
一

覧
表
を
も
と
に
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
大
乗
経
の
五
大
部
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
壷
部
で
は
必
要
な
経
典
が
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
般
若
部
・
宝
積
部

で
は
関
連
経
典
の
充
足
率
が
高
い
も
の
の
大
本
と
な
る
経
典
が
存
在
し
な
い
か
一
部
分
に
と
ど
ま
り
、
華
厳
部
・
唐
桑
部
で
は
大
本
の
経

典
は
あ
っ
て
も
関
連
の
も
の
が
わ
ず
か
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
般
若
部
・
宝
積
部
の
大
本
経
典
と
は
、
1
『
大
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

若
波
羅
蜜
多
経
』
六
〇
〇
巻
と
2
2
『
大
宝
積
経
』
一
二
〇
巻
を
指
す
。
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
大
乗
の
代
表
的
な
経
典
で
あ
り
、
こ

れ
が
な
い
の
は
不
審
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
れ
に
は
玄
肪
が
乗
り
込
ん
だ
遣
唐
大
使
船
の
積
載
量
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
入
蔵
経
の
中
で
一
〇
〇
巻
を
超
え
る
経
典
は
、
こ
の
他
に
躍
『
大
智
度
論
』
一
〇
〇
巻
・
珊
『
鍮
伽
師
地
論
』
一
〇
〇
巻
・
麗
『
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

毘
達
磨
大
聖
婆
沙
論
』
二
〇
〇
巻
が
あ
る
が
、
将
来
さ
れ
た
の
は
『
大
智
度
論
』
だ
け
で
あ
っ
た
。
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
の
日
本
伝

に
、
開
元
初
の
臆
面
が
「
所
レ
得
錫
賓
、
尽
市
・
文
籍
．
、
迂
レ
海
而
還
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帰
国
に
際
し
て
は
文
籍
の
購
入
に
余
念
が
な
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〈
、
舶
載
物
は
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
す
べ
て
が
希
望
通
り
船
に
積
み
込
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
玄
肪
の

場
合
は
大
部
の
経
典
を
原
則
と
し
て
将
来
の
対
象
か
ら
は
ず
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
般
若
部
に
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
が
な
く
、
宝
積
雲
の
『
大
宝
積
経
』
が
一
部
分
に
と
ど
ま
る
の
は
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
が
、

い
ず
れ
の
経
典
も
日
本
国
内
で
流
布
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
大
宝
三
無
』
に
つ
い
て
は
天
平
八
年
（
七
三
六
）
八
月
ま
で
に
書
写
さ
れ
た

分
が
「
宮
一
切
経
」
、
す
な
わ
ち
「
五
月
一
日
経
」
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
天
平
三
年
か
ら
始
ま
る
写
経
目
録
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る

（
続
々
修
十
ニ
ノ
三
、
七
ノ
ニ
四
）
。
般
若
部
・
宝
積
部
で
は
関
連
経
典
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
大
本
が
将
来
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
両
部
と
大
節
部
で
は
入
蔵
経
を
ほ
ぼ
充
足
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
華
厳
部
・
浬
繋
部
で
は
関
連
経
典

が
一
年
分
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
右
の
三
部
と
は
異
な
っ
た
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
覧
表
に
は
天
平
八
年
ま
で

の
写
経
の
有
無
（
一
部
は
諦
経
）
も
示
し
て
お
い
た
。
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
の
も
の
な
の
で
一
定
の
傾
向
し
か
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
れ
で
も
華
厳
部
・
浬
繋
部
で
は
大
本
以
外
に
書
写
例
が
な
い
の
は
、
当
時
の
日
本
に
こ
れ
ら
の
関
連
経
典
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
葬
部
の
関
連
経
典
の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
二
部
八
巻
を
除
け
ば
、
ほ

ぼ
満
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
積
載
量
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
玄
防
の
関
心
の
あ
り
方
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
在
出
時
の
玄
肪
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
『
韻
塞
本
紀
』
の
伝
に
「
霊
亀
二
年
、
入
唐
学
問
、
唐
天
子
、
尊
レ
肪
、
准
二
三
品
一
、
令
レ
着
・

紫
袈
裟
・
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
学
問
内
容
に
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
『
七
大
寺
年
表
』
の
天
平
九
年
条
に
は
「
法
相
宗
、
興
福

　
　
　
万
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

寺
、
阿
力
氏
、
中
景
弟
子
、
霊
亀
三
年
入
唐
、
遇
二
国
宝
大
師
．
学
－
法
相
宗
．
」
と
あ
り
、
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
巻
中
の
「
法
相
宗
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
＞

の
項
で
は
、
玄
肪
を
日
本
へ
の
法
相
宗
の
第
四
伝
と
称
え
「
玄
肪
法
師
渡
レ
漠
入
唐
、
乃
謁
・
撲
揚
智
周
大
師
一
研
一
．
法
相
宗
．
」
と
伝
え
て

い
る
。

　
法
相
宗
は
、
玄
突
が
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
し
、
高
弟
の
基
（
窺
基
）
に
よ
っ
て
一
宗
と
し
て
大
成
さ
れ
た
も
の
で
、
玄
　
が
基
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

訳
出
し
た
世
親
の
『
唯
識
三
十
頒
』
の
注
釈
で
あ
る
護
法
の
『
成
唯
識
論
』
の
学
説
を
正
義
と
し
て
い
る
。
当
面
が
師
事
し
た
智
周
は
、

七
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八

こ
の
法
相
宗
の
第
三
祖
で
、
初
祖
の
基
の
著
作
『
成
唯
識
論
述
記
』
二
〇
巻
を
注
釈
し
た
『
成
唯
識
論
演
秘
』
七
巻
や
、
基
及
び
第
二
祖

慧
沼
の
因
明
（
論
理
学
）
の
学
説
を
大
成
し
た
『
因
明
入
子
理
論
疏
前
記
』
三
巻
・
『
因
明
入
正
理
論
疏
後
記
』
三
巻
な
ど
を
著
わ
し
、

唯
識
の
意
義
の
解
明
に
努
め
た
と
い
う
。
玄
防
に
は
著
作
は
残
ら
な
い
が
、
『
入
宗
綱
要
』
下
巻
の
「
法
相
宗
」
の
項
に
「
日
本
玄
野
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

正
、
入
レ
唐
心
二
学
撲
揚
大
師
・
、
還
授
・
善
珠
僧
正
」
と
見
え
る
弟
子
の
善
珠
に
は
、
基
の
『
大
乗
蕩
揺
義
林
章
』
、
潔
斎
の
『
成
唯
識
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

了
義
灯
』
な
ど
の
注
釈
書
が
あ
り
、
基
以
来
の
法
相
宗
の
祖
述
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
甲
防
が
智
周
の
も
と
で
得
た
の

は
、
正
義
と
さ
れ
る
護
法
『
成
唯
識
論
』
を
め
ぐ
る
師
資
相
承
の
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
法
相
宗
で
は
、
五
性
各
別
・
三
乗
説
の
も
と
に
衆
生
の
悟
り
に
先
天
的
な
差
別
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
『
法
華
経
』

『
薄
葉
経
』
『
華
厳
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
一
切
の
衆
生
の
成
仏
を
説
く
一
乗
思
想
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
慧
沼
は
、

『
浬
葉
経
』
を
重
視
し
た
法
脈
の
『
一
乗
仏
性
究
世
論
』
を
反
駁
す
る
た
め
、
『
能
顕
著
辺
慧
日
並
』
を
著
わ
し
た
が
、
仏
説
で
あ
る
経
典

に
明
記
さ
れ
る
限
り
一
乗
説
を
排
斥
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
華
厳
宗
の
第
三
祖
法
蔵
は
、
こ
の
一
乗
説
の
立
場
か
ら
法
相
唯
識
学

の
取
り
込
み
を
図
り
、
法
相
宗
で
現
象
世
界
の
雑
多
な
法
（
存
在
）
の
真
偽
の
判
定
に
用
い
ら
れ
る
三
性
説
を
、
一
元
的
な
縁
起
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

の
無
磯
を
証
す
る
理
論
へ
と
改
造
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
蔵
の
学
説
は
弟
子
の
慧
苑
に
受
け
継
が
れ
、
華
厳
宗
の
卓
越
性
と
唯
識

仏
教
の
限
界
性
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
玄
肪
が
骨
貝
に
学
ん
だ
頃
の
法
相
宗
は
、
こ
う
し
た
一
乗
説
の
立
場
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
玄
防
自
身
が
こ
れ
に

対
し
ど
の
よ
う
な
所
見
を
抱
い
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
前
記
の
よ
う
な
師
資
相
承
の
法
相
宗
を
修
得
し
て
い
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
容
認
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
将
来
経
典
の
大
乗
五
大
部
の
う
ち
、
華
厳
部
と
一
驚
部
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
〉

連
経
典
が
少
な
い
の
は
、
一
乗
説
に
対
す
る
豊
新
の
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

　
一
覧
表
か
ら
知
ら
れ
る
第
二
の
点
は
、
五
大
部
以
外
の
大
乗
経
で
は
全
巻
〇
四
部
八
八
一
巻
の
う
ち
二
五
六
部
四
五
三
巻
が
認
め
ら
れ

る
が
、
尊
慮
録
の
配
列
順
に
即
し
て
み
る
と
、
最
初
の
四
半
分
に
空
白
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
囎
『
方
広
大
荘
厳
経
』
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か
ら
皿
『
九
色
鹿
経
』
ま
で
の
一
〇
〇
部
で
は
わ
ず
か
五
部
し
か
存
在
し
な
い
の
に
、
肥
『
無
毒
宝
簾
経
』
か
ら
鵬
『
法
常
住
経
』
ま
で

の
三
〇
四
部
で
は
二
五
一
部
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
半
分
に
は
雑
多
な
内
容
の
経
典
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
法
相
宗
の
所
依

経
典
で
あ
る
溺
『
解
髪
密
経
』
や
皿
『
入
楊
伽
経
』
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
白
櫛
の
関
心
如
何
で
削
除
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
ま
と
ま
っ
た
形
で
抜
け
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
原
因
で
遣
唐
大
使
船
へ
の
積
み
込
み
の
過
程
で
あ
る
い
は
帰

国
の
途
次
で
、
欠
失
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
第
三
は
、
秘
密
部
の
経
典
（
一
覧
表
の
＊
印
）
が
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
部
の
経
典
は
、
大
乗
経
の
般
若
部
や
小

乗
経
、
賢
聖
集
伝
に
も
存
在
す
る
が
、
大
半
は
大
乗
経
の
五
大
部
外
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
一
二
六
部
二
六
四
巻
に
及

ぶ
。
こ
の
う
ち
将
来
さ
れ
た
の
は
八
九
部
一
五
一
巻
で
、
部
数
で
は
七
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
巻
数
で
は
五
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
。
一
切
経
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
巻
に
対
す
る
将
来
経
典
の
割
合
は
、
部
数
で
い
え
ば
五
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
充
足

率
は
高
い
と
い
え
る
。

　
こ
の
秘
密
部
で
は
、
唐
代
に
訳
出
さ
れ
た
経
典
が
半
数
以
上
の
六
八
部
を
占
め
て
お
り
、
当
時
の
密
教
経
典
の
盛
況
ぶ
り
を
伝
え
て
い

る
。
と
り
わ
け
玄
宗
治
下
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
は
密
教
が
本
格
的
に
伝
来
し
た
時
期
で
、
玄
馬
が
入
唐
し
た
開
元
四
年
に

善
無
畏
が
、
七
年
に
は
金
剛
智
が
そ
れ
ぞ
れ
中
イ
ン
ド
か
ら
来
朝
し
、
八
年
に
は
北
イ
ン
ド
の
不
詳
が
長
安
に
至
り
、
慈
恩
寺
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
製

面
識
大
法
を
金
剛
智
に
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
密
教
僧
は
、
皇
帝
の
庇
護
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
に
欠
け
て
い
た
密
教
経

典
の
伝
訳
を
精
力
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
開
元
十
八
年
撰
の
『
開
元
釈
教
録
』
甚
九
に
は
、
善
無
畏
の
訳
業
と
し
て
翻
『
大
喜

盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
大
日
経
）
』
七
巻
・
覗
『
蘇
婆
呼
童
子
経
』
三
巻
・
粥
『
蘇
悉
地
錫
羅
経
』
三
巻
・
鰯
『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満

出
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
面
持
法
』
一
巻
、
金
剛
智
の
場
合
は
謝
『
七
黒
山
仏
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
経
』
一
巻
・
伽
『
金
剛
頂
喩
伽
中
略
出

面
六
法
』
四
巻
・
鰯
『
金
剛
頂
経
曼
殊
暴
利
菩
薩
五
字
心
陀
羅
尼
品
』
一
巻
・
婚
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
鍮
伽
法
要
』
一
巻
を
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

が
、
い
ず
れ
も
玄
肪
の
在
唐
中
に
長
安
や
洛
陽
の
諸
寺
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

九
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一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
当
時
、
「
天
産
」
（
天
子
の
師
）
と
し
て
玄
宗
に
仕
え
て
い
た
一
行
は
、
善
無
畏
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
の
弓
場
に
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

じ
、
金
剛
智
の
も
た
ら
し
た
秘
法
の
伝
訳
を
求
め
る
な
ど
、
新
来
の
密
教
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
一
行
の
社
会
的
勢
威
か
ら
す
れ

ば
、
都
の
人
士
を
中
心
に
密
教
に
対
す
る
高
揚
感
が
広
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
玄
宗
か
ら
学
業
を
称
賛
さ
れ
た
玄
肪
も
、
こ
れ
を

承
知
し
て
い
た
は
ず
で
、
将
来
経
典
の
中
に
秘
密
部
に
属
す
る
も
の
が
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
当
時
の
仏
教
事
情
が
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
級
）

映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
律
を
見
る
と
、
こ
れ
も
大
乗
・
小
乗
と
も
よ
く
集
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
小
乗
律
で
は
五
四
部
四
四
六
巻
中
の
五
一
部
四
〇
〇
巻

が
認
め
ら
れ
、
極
め
て
高
い
充
足
率
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
第
四
の
点
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
独
自
に
律
は
作
ら
れ
ず
、
大
乗
律
と

い
う
部
類
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
る
経
典
は
戒
（
自
発
的
に
規
律
を
守
ろ
う
と
す
る
心
の
働
き
）
を
説
く
も
の
が
中
心
で
、
他

律
的
な
規
則
と
し
て
の
律
は
小
乗
律
に
依
拠
し
て
い
た
。
そ
の
小
乗
律
の
中
で
重
要
な
の
が
、
晒
『
摩
詞
僧
蝉
茸
』
四
〇
巻
・
謝
『
十
論

律
』
六
一
巻
・
晒
『
五
分
律
』
三
〇
巻
・
晒
『
四
分
律
』
六
〇
巻
の
餌
薬
と
、
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
％
『
毘
尼
摩
得
勒
伽
』
一
〇
巻
・
盟

『
善
事
律
毘
婆
沙
』
一
八
巻
・
㈱
『
毘
尼
母
経
』
八
巻
・
知
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
四
面
』
九
巻
・
脱
『
律
二
十
二
明
旦
論
』
一
巻
の
五
論
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
全
巻
を
満
た
さ
な
い
も
の
が
混
じ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

　
歯
茎
は
律
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
、
玄
肪
や
下
道
真
備
ら
の
帰
国
便
と
な
る
天
平
五

年
度
の
遣
唐
使
に
同
行
し
た
留
学
僧
栄
容
と
普
照
ら
の
動
き
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
は
日
本
へ
の
戒
師
の
招

請
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
「
沙
門
些
些
普
照
等
、
随
．
聰
唐
大
使
思
置
真
人
広
成
・
、
至
．
唐
国
留
学
問
、
下
墨

唐
開
元
廿
一
年
也
、
唐
国
諸
寺
三
蔵
大
徳
皆
以
・
戒
律
一
重
一
入
道
之
正
門
、
若
有
二
不
レ
持
レ
戒
者
・
、
不
レ
歯
於
僧
門
、
於
レ
是
方
知
・
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
沙
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

耐
雪
．
叢
濃
人
．
、
野
立
二
東
都
大
福
光
寺
町
門
道
熔
律
師
、
附
副
使
中
臣
朝
臣
名
代
環
視
・
、
先
売
．
本
国
令
レ
去
、
野
望
・
伝
富
者
・
也
」

と
あ
っ
て
、
道
熔
の
渡
日
に
尽
力
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
南
天
竺
波
羅
門
僧
正
碑
丼
序
」
に
は
遣
唐
大
使
多
治
比
真
人

と
学
問
僧
理
鏡
の
要
請
に
応
え
た
波
羅
門
僧
正
菩
提
規
那
と
林
馬
糧
仏
葬
も
、
道
踏
と
同
じ
船
に
乗
り
日
本
へ
向
か
っ
た
と
伝
え
て
い
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（
％
）

る
。

　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
『
東
大
寺
要
録
』
巻
二
・
供
養
章
第
三
に
引
載
さ
れ
る
「
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
」
に
は
、
右
の
道
路
・
菩
提
半
田
ら
の
来
日
に
つ
い
て

「
去
天
平
五
年
轍
酌
四
月
三
日
、
遣
唐
大
使
丹
治
比
真
人
広
成
、
副
使
大
中
臣
朝
臣
名
代
等
、
井
留
学
揚
言
肪
、
経
二
歴
唐
国
一
三
箇
歳

也
、
壁
書
八
年
聯
立
七
月
廿
日
、
還
．
帰
暴
慢
・
、
下
乗
二
件
船
囲
天
竺
婆
羅
門
僧
菩
提
、
大
唐
雁
道
熔
、
謄
婆
互
層
此
愚
輩
邑
北
天
竺
国

忌
軽
軽
・
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
遣
唐
大
使
と
副
使
ら
が
留
学
撮
影
肪
と
唐
国
を
経
歴
し
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
在
唐
墨

が
一
七
年
に
及
ぶ
玄
肪
が
今
回
の
遣
唐
使
の
活
動
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
栄
爵
と
普
照
が
と
も
に
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

福
寺
に
住
す
る
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
玄
防
と
の
繋
が
り
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
、
道
熔
の
日
本
へ
の
招
請
に
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
栄
養
・
普
照
ら
の
抱
い
た
日
本
の
戒
律
に
対
す
る
危
惧
を
、
玄
肪
も
共
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な

い
が
、
将
来
経
典
の
中
で
大
乗
・
小
乗
の
律
が
充
実
し
て
い
る
の
は
、
道
熔
の
来
日
を
意
識
し
た
上
で
の
措
置
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
第
五
の
点
は
、
論
の
場
合
、
大
乗
で
は
九
七
部
五
一
八
巻
中
の
八
○
部
三
六
七
巻
と
、
部
数
で
は
八
割
を
超
え
る
高
い
充
足
率
に
あ
る

が
、
小
乗
で
は
三
六
部
六
九
八
巻
中
の
五
部
八
一
巻
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
論
は
、
仏
説
や
仏
聖
を
載
せ
る
経
・
律
と
は
異
な
っ

て
、
仏
弟
子
が
教
理
上
の
重
要
事
項
を
解
釈
・
解
説
し
た
も
の
で
、
大
乗
と
小
乗
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
様
々
な
形
の
も
の
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。
智
昇
は
、
大
乗
論
に
分
類
し
た
経
典
を
釈
経
論
（
2
2
騒
～
5
6
）
と
集
義
論
（
鵬
～
鵬
）
に
二
分
し
て
配
列
し
、
小
乗
論
で
は
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮒
）

頭
に
説
一
切
有
部
の
根
本
（
詔
鈎
9
（
U
）
）
を
据
え
、
身
論
・
足
論
（
六
足
論
、
鰯
～
鵬
）
を
そ
れ
に
続
け
て
支
派
に
及
ぶ
と
い
う
体
裁
を
と
っ

て
い
る
。
将
来
経
典
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
論
で
は
ほ
ぼ
網
羅
的
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の
対
し
、
小
乗
論
は
限
定
的
で
、
根
本
と

さ
れ
る
鰯
『
阿
毘
曇
八
健
三
論
』
三
〇
巻
・
鰯
『
阿
毘
達
磨
発
智
論
』
二
〇
巻
、
そ
れ
に
六
足
論
に
数
え
ら
れ
る
鰯
『
阿
毘
達
磨
法
忍
足

論
』
一
二
巻
・
蜥
『
三
号
達
磨
識
身
要
論
』
一
六
巻
・
鵬
『
阿
鼻
達
磨
界
脂
足
論
』
三
巻
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
入
蔵
録
の
経
典

を
揃
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
小
乗
論
も
不
可
欠
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
か
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

恐
ら
く
、
そ
こ
に
は
前
記
の
遣
唐
大
使
船
の
積
載
量
の
問
題
が
あ
り
、
大
乗
と
小
乗
を
比
較
し
た
と
き
に
、
大
乗
を
優
先
す
る
と
い
う
玄
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二

肪
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
小
乗
論
に
対
す
る
こ
う
し
た
姿
勢
は
小
乗
経
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
四
〇
部
六
一
八
巻
中
の
四
四
部
↓
○
○
巻
し
か
認
め

ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
第
六
の
点
で
あ
る
。
入
事
録
で
は
、
最
古
の
経
典
群
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
四
阿
含
経
（
0
）
（
ソ
白
6
3
～
餌
）
を
冒
頭
に
置
き
、

次
い
で
こ
れ
ら
の
抄
出
本
の
異
訳
（
3
A
U
）
包
～
盟
）
を
配
し
た
あ
と
、
そ
の
他
の
経
典
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、
阿
含
経
関
係
の
将
来
は

］
一
部
に
と
ど
ま
り
、
四
阿
含
経
は
い
ず
れ
も
そ
の
一
部
分
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
の
経
典
の
場
合
は
、
隅
『
仏
本
行
集

経
』
か
ら
躍
『
孝
子
経
』
に
か
け
て
の
よ
う
に
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
将
来
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
入
蔵
録
で
は
、
窟
『
大

安
般
亭
亭
経
』
か
ら
躍
『
孝
子
経
』
ま
で
を
同
秩
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
従
っ
て
入
手
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
何
故
に
こ
の
部
分
だ
け
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
玄
肪
が
日
本
で
の
小
乗
経
の
流

布
状
況
に
通
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
一
覧
表
に
は
各
経
典
の
天
平
八
年
ま
で
の
書
写

の
有
無
も
記
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
小
乗
経
で
は
、
大
乗
経
・
律
・
論
、
小
乗
律
・
論
な
ど
に
比
し
て
、
そ
の
書
写
例
が
多
く

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
阿
含
経
以
外
の
経
典
に
な
る
と
そ
の
割
合
が
高
く
な
り
、
入
新
劇
で
小
乗
経
に
分
類
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

る
経
典
の
相
当
数
が
既
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
恐
ら
く
豊
春
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
天
平
五
年
度
の
遣
唐
使
一
行
か

ら
伝
え
ら
れ
、
未
将
来
分
を
中
心
に
舶
載
す
べ
き
経
典
の
選
択
を
行
な
い
、
右
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
作
業
が
大
乗
経
で
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
小
乗
経
を
軽
視
す
る
姿
勢
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。　

第
七
に
、
賢
聖
集
伝
に
つ
い
て
見
る
と
、
か
な
り
限
定
的
に
将
来
す
べ
き
経
典
が
選
ば
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
入
蔵
録
で
は
、

三
二
翻
訳
六
二
部
一
七
三
巻
を
先
に
配
し
、
此
方
（
中
国
）
撰
述
四
〇
部
三
六
八
巻
を
そ
の
あ
と
に
続
け
る
が
、
将
来
経
典
コ
暗
部
二
三

五
巻
の
う
ち
、
中
国
撰
述
分
が
二
三
部
二
一
〇
巻
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
『
開
元
釈
教
録
』
も
含
め
た
経
国
類
が
六
部
六
三
巻

（
偽
幡
膨
㈱
㎝
呪
）
、
音
義
類
が
二
部
二
六
巻
（
鳴
鰍
）
、
地
誌
類
が
二
部
＝
二
巻
（
幅
慨
）
、
伝
記
類
が
三
部
九
巻
（
震
幅
㎝
）
、
護
教
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
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が
四
部
五
二
巻
（
∩
口
8
9
0
0
5
0
6
0
6
㎝
1
1
1
1
）
、
僧
伝
類
が
三
部
四
四
巻
（
㎜
㎜
㎜
）
、
告
白
・
飲
水
・
放
生
な
ど
の
作
法
を
記
し
た
実
用
書
類
が
三
部
三

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
ロ
な
り

巻
（
7
7
7
0
0
0
1
1
1
）
と
な
る
。
中
国
撰
述
経
典
の
大
半
は
唐
代
の
も
の
で
、
当
時
は
仏
教
文
献
の
編
纂
が
盛
ん
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
玄

防
自
身
も
こ
う
し
た
唐
の
実
情
を
把
握
し
、
可
能
な
限
り
日
本
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
玄
肪
が
将
来
し
た
入
蔵
経
を
経
・
律
・
論
・
賢
聖
集
伝
馬
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
特
質
を
七
点
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
。
こ

れ
を
要
す
る
に
、
玄
防
は
入
蔵
経
を
す
べ
て
将
来
す
る
意
図
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
経
典
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら

の
依
拠
す
る
法
相
宗
の
立
場
を
尊
重
し
、
遣
唐
大
使
船
の
積
載
量
を
考
慮
し
て
大
部
の
経
典
は
原
則
と
し
て
除
き
、
小
乗
よ
り
も
大
乗
の

経
・
論
を
優
先
し
、
戒
師
の
渡
日
に
配
慮
し
て
大
乗
・
小
乗
の
律
を
充
実
さ
せ
、
唐
の
仏
教
事
情
を
伝
え
る
た
め
秘
密
部
の
経
典
を
集
め

賢
聖
集
伝
の
主
要
な
も
の
を
選
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
在
唐
留
学
一
七
年
の
玄
防
の
学
識
が
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
　
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写

　
玄
肪
の
将
来
し
た
入
蔵
経
が
、
部
数
で
い
え
ば
全
体
の
半
数
余
り
で
、
そ
の
経
典
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
玄
防
の
識
見
が
働
き
、
帰
国

の
途
中
で
欠
失
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
な
る
と
、
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
方
針
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
五
月
一
日
経
」
が
、
『
開
元
釈
教
録
』
の
一
切
経
目
録
（
入
蔵
録
）
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
底
本
と
な
る
玄
防
の
将
来
経
典
が
右
の
よ
う
な
有
様
で
あ
れ
ば
、
当
初
か
ら
そ
の
欠
失
部
分
を
補
填
す
る
計
画
を
練
ら
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
な
か
な
か
困
難
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
、
先
に
あ
げ
た
写
経

請
本
帳
か
ら
検
討
を
加
え
て
お
く
。
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一
四

玄肪将来経典と「五月一日経」の書写

（
1
）
経
典
の
借
請
状
況

　
表
2
は
、
写
経
請
本
署
に
示
さ
れ
た
二
九
回
に
及
ぶ
借
銀
状
況
を
、
入
笛
音
の
分
類
に
従
い
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
玄
肪
か
ら
の
借
請
経
典
は
、
重
複
分
も
合
わ
せ
る
と
七
〇
二
部
二
六
〇
三
巻
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
順
序
立
っ
て
借
り
出

さ
れ
て
い
な
い
の
が
注
意
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
九
月
二
十
九
日
の
↓
回
目
を
見
る
と
、
冒
頭
に
来
る
賢
聖
集
伝

の
㎜
『
開
元
釈
教
録
』
は
措
く
と
し
て
、
二
八
部
の
大
乗
経
は
入
線
録
の
記
載
順
に
借
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
大
乗
律
・
小
乗
経

・
賢
聖
集
伝
の
各
一
部
に
加
え
、
不
入
蔵
経
四
部
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
二
回
目
以
降
で
も
ほ

ぼ
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。

　
『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
九
・
二
〇
の
入
蔵
録
に
は
、
配
列
さ
れ
た
経
典
の
巻
数
・
紙
数
に
加
え
、
「
上
九
経
十
三
巻
同
秩
」
と
い
う
具
合

に
、
経
学
に
ま
と
め
て
収
納
す
る
際
の
目
安
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
量
の
経
典
を
保
管
す
る
た
め
の
有
効
な
手
立
て
で
あ
り
、

天
平
八
年
十
↓
月
二
十
四
日
越
二
回
目
の
場
合
に
は
、
対
馬
録
が
そ
れ
ぞ
れ
同
秩
と
す
る
聯
『
四
王
経
』
～
謝
『
数
珠
功
徳
経
』
と
細

『
内
蔵
百
宝
経
』
～
鮒
『
百
仏
名
経
』
の
各
経
典
が
、
指
導
部
が
あ
る
も
の
の
一
括
し
て
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
玄
肪
将
来
経

典
も
入
蔵
録
に
即
し
た
整
理
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
例
は
少
数
で
、
多
く
は
肥
『
二
字

宝
丹
経
』
～
説
『
転
二
身
経
』
の
各
経
典
の
よ
う
に
同
秩
で
あ
っ
て
も
複
数
回
に
わ
た
っ
て
借
請
さ
れ
て
い
る
（
一
覧
表
参
照
）
。
こ
れ

は
、
「
五
月
一
日
経
」
書
写
の
底
本
に
指
定
さ
れ
た
頃
の
玄
防
将
来
経
典
は
、
入
語
録
に
あ
る
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
も
の
は
一
部

分
に
と
ど
ま
り
、
大
多
数
は
咲
が
解
か
れ
た
状
態
、
つ
ま
り
分
散
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
玄
肪
の
入
京
か
ら
↓
年
半
近
く
た
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
間
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
写
経
の
底
本
と
し
て
あ
る
い
は
研
究
用
に
適
宜
諸
所
へ
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
一
九
回

目
の
分
は
「
西
宅
」
、
二
〇
回
目
は
「
院
」
及
び
「
西
宅
」
、
二
九
回
目
は
「
写
経
司
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
経
典
を
入
手
し
て
い
る
（
表
2
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

照
）
。
従
っ
て
、
写
経
所
が
借
請
す
る
場
合
は
、
「
和
上
所
」
に
あ
る
も
の
か
ら
順
次
と
い
う
形
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
大

乗
経
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
回
目
は
大
乗
論
、
一
六
回
目
に
小
乗
律
、
二
五
回
目
に
賢
聖
集
伝
の
各
経
典
が
ま
と
め
て
借
請
さ
れ
る
よ
う
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　　表2玄日方からの借請経典く天平8年9月29日～13年4月19日〉
写経請本帳より作成。数字は「玄肪所持（将来〉経典一覧表」で用いた経典番
号。●印は重複して借請された経典。

（1）8年9月29日「自和上所請事」36部204巻（7／54～56）

大乗経 27836455761666771747577～79368369374375380381383393397398
S05414416

大乗律 519

小乗経 795

賢聖伝 10061052

不入蔵 1077109711051126

（2）8年11月24日　101部105巻（7／57～60）

大乗経
160r　17　27～32　256～270　272～274　276～280　282～284　298　317～319　321～323

R25～328331351～367395415442452456460474480491492494496497500
T01505507509510512

大乗律 530～533535536538540541
小乗経 807810811818

小乗律 923

不入蔵 1087109011031136

録　外 イ

（3）9年2月20日　85部118巻（7／60～64）

大乗経
51820464950213216219232239241243244249256299300344412422
S36445446454463477485～490493503511

大乗律 518

大乗論 545551　554～562572～575　581　5825905925966020r　603608～610612　615～
U18620623624629～631633～636

小乗経 725801869

小乗律 932

小乗論 938

賢聖伝 1005

不入蔵 10961133

録　外 口

（4）9年2月28日　20部21巻（7／65～66）

大乗経

小乗律

233一一235　237　238　240　246一一248　250　252　254　310　332　333　337　338　342　346

919

一
五
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（5）9年3月4日

　　玄肪将来経典と「五月一日経」の書写

57部63巻（7／66～68）

大乗経 10130r　1419516597212215218220221222223225226229230378431～
S33441443448449458461465467471472473478481484495504513

大乗律 523

小乗経 738742798802804805816

小乗律 898902903916

賢聖伝 1076

不入蔵 10891094110711101128

録　外 ノ、

（6）9年3月12口　68部215巻〔●13部13巻〕（7／68～71）

大乗経

130r　14　160r　172633～35　3840　41　47　48　52～54　65．　70　76　104　117　221●　236

Q61●286308325●333●349350389413426427433●464466470475480．481・
S89●500●502

大乗律 526528532●

大乗論 574598599608●616●628632637
小乗経 641793

小乗律 881884929

賢聖伝 1046105310591075

不入蔵 108510861119

録　外 ニ　ホ　へ

（7）9年3月14日　17部36巻（7／71～72）

大乗経 60217231304388437440451453462483

小乗経 641806865

小乗律 915

賢聖伝 989

不入蔵 1137

（8）9年3月15日　9部26巻（7／73）

大乗経 994290396
大乗律 521

小乗経 799

小乗律 907

賢聖伝 992

録　外 ト

（9）（9年）3月24日目32部68巻〔●1部3巻〕（7／73～75）

大乗経 23～254463646869245288296302303305316334340348370377390398●
S04417419450

大乗論 548549553

小乗経 641

賢聖伝 982

不入蔵 1102
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（10）（9年＞3月27日　5部17巻（7／72）

大乗経

小乗経

46
639　640　642

（11）（9年）3月28日　7部8巻〔●1部1巻〕（7／75）

大乗経

小乗経

16’　or　17’　214　227　336　479　514

857

（12）（9年＞3月30日　「自丁丁写経丁丁　和上所」3部17巻（7／75～76）

［IS！ll［Slpt21

（13）（9年）4月2日
　　　（7／76）

「自門宅請　和上所」（439・チ・りの3巻）10部24巻

大乗経

大乗論

録　外

439

576　578　595　611　614　627　638

チ　リ

（14）（9年）4月3日　11部62巻（7／77）

大乗論

賢聖伝

544　564　577　580　585　600　601　613　619　626

1068

（15）（9年）4月10日　1部10巻（7／77）

（16）（9年）4月10日　24部73巻〔●1部1巻〕（7／77～79）

大乗経 4118308・

大乗律 529

大乗論 5870r　588

小乗経 800870

小乗律 887～893899905910913921922
賢聖伝 1045

録　外 ヌ　ル　ヲ

（17）（9年）4月10日半7部32巻〔●2部2巻〕（7／79）

大乗経 2249・

大乗論 554●579584

録　外 ワ　カ

（18）（9年）4月11日　6部90巻（7／79～80）

小乗律879880882885886926
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（19）（9年）4月12日
　　　（7／80）

「自西宅請来　和上所本経」12部40巻〔●1部6巻〕

大乗経 228309421469

大乗律 527

小乗律 881925

賢聖伝 1059●

不入蔵 10921139

中外 ヨ　タ

（20）（9年）4月26日半「自西宅請中写和上所経」「院」25部85巻〔●4部13
　　　巻〕（3／147～149）

大乗経 439899423425439●444
大乗律 516

大乗論 564．

小乗経 658705733764817832850867872

小乗律 928

小乗論 934935

賢聖伝 975

録　外 チ●リ●レ

（21）（9年）4月29日　54部296巻〔●8部18巻〕（7／81～83）

大乗経 10●62253294298●313314330347349●387．424455457
大乗律 543565568569571582●5865870r　5886020r　603625

小乗経 725●794797813814
小乗律 879880882884～886895～897901906908910●911912●913914920927930
賢聖伝 990104710511058

録　外 ソ

（22）9年12月4日　8部118巻〔●2部80巻〕（7／83～84）

大乗論 570593604

小乗律 881●883●894

小乗論 937

賢聖伝 1058

（23）10年3月13日　11部201巻（7／84）

大乗経 3379382385386391

小乗律 879931

小乗論 933

不入蔵 10811084
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（24）11年7月10日
　　　85　lll）

「僧上所本経請」15部155巻〔●5部5巻〕（7／84・一一

大乗経 11106107242280・292307314●324339
大乗論 542598●

小乗律 908●912●

賢聖伝 1054

（25）11年7月17日60部325巻〔●24部27巻〕（7／85　112～87）

大乗経
10・

R56●
2630●3745．565981
R72384409435455・

　　129

S77・

　221●234●237・241●246●256●298・

S79●498502●504●508509・514●515

300． 313●

大乗論 632．

小乗経 803 807●808809810●811・ 812

小乗律 917 918

小乗論 991

賢聖伝 1050 105310551060～1062 1064 10691070　1072～1074

不入蔵 1130

門外 ツ ネ　ナ

（26）12年2月24日3部13巻〔●1部1巻〕（7／88）

大乗経 121

小乗律 897●

録外 ル

（27）12年4月7日2部115巻（7／88）
大乗経

録　外

80

一
フ

（28）13年間3月21日
　　　90）

「僧正御所」10部58巻〔●4部12巻〕（7／89～

大乗経 58129●

大乗論 574●

小乗経 744

小乗律 899●904

不入蔵 1190

録外 ラ●ム　　ウ

（29）13年4月19日
　　　88）

「従写経司乱僧墓所本経」3部8巻〔●3部8巻〕（7ノ

小乗経 814●

賢聖伝 990・

録外 ネ●
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二
〇

に
、
入
蔵
録
の
分
類
順
に
写
経
所
へ
送
ら
れ
る
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
玄
肪
の
将
来
経
典
に
つ
い
て
、
『
扶
桑
略
記
』
の
天
平
七
年
四
月
辛
本
条
は
「
沙
門
玄
肪
同
以
帰
朝
、
持
二
度
経
論
章
疏
五
千
余
巻

井
仏
像
専
一
、
悉
献
二
太
政
官
」
と
記
し
、
『
元
享
釈
書
』
巻
一
六
の
玄
肪
伝
に
も
「
以
伝
来
経
論
章
疏
五
千
余
巻
及
仏
像
等
・
献
尚
書

省
」
と
見
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
後
世
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
玄
肪
と
同
じ
船
で
帰
国
し
た
下
道
真
備
は
書
籍
・
天
文
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

測
具
・
弓
箭
を
、
早
大
麻
呂
は
『
問
答
』
六
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
献
上
し
て
い
る
の
で
、
右
の
所
伝
は
あ
な
が
ち
不
当
な
も
の
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
太
政
官
（
尚
書
省
）
に
献
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
写
経
所
が
借
請
す
る
の
は
「
和
上
所
」
か
ら
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
経
典
は
実
際
に
は
玄
肪
の
手
元
に
置
か
れ
、
太
政
官
へ
は
将
来
し
た
経
典
の
目
録
だ
け
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
玄
防
は
天
平

九
年
八
月
に
僧
正
に
直
任
さ
れ
る
と
宮
中
の
内
道
場
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
興
福
寺
に
止
住
し
て
い
た
と
推
測
さ

　
（
廻
〉

れ
る
。
従
っ
て
、
将
来
経
典
が
保
管
さ
れ
る
「
僧
上
所
」
は
興
福
寺
内
に
あ
り
、
経
典
の
出
納
は
同
寺
の
実
務
僧
が
担
当
し
て
い
た
も
の

　
　
　
　
（
4
5
）

と
見
ら
れ
る
。

（
2
）
未
将
来
経
典
の
探
索

　
写
経
所
は
、
こ
の
よ
う
な
「
僧
上
所
」
か
ら
借
用
し
た
経
典
を
、
『
開
元
釈
教
録
』
の
入
蔵
録
と
照
合
し
て
整
理
分
類
し
、
次
回
の
借

請
に
備
え
た
は
ず
で
あ
る
が
、
何
分
順
序
立
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
欠
失
分
の
確
認
に
は
玄
肪
の
将
来
経
典
目
録
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
他
所
か
ら
底
本
を
身
請
す
る
算
段
や
、
次
回
の
借
請
経
典
の
指
定
な
ど
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
写
経
の
当
初
か
ら
こ
の
目
録
が
写
経
所
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
天
平
九
年
四
月
目
な
る
と
写
経
所
独
自
の
底
本

探
索
活
動
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
間
に
事
情
を
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
検
討
を
加
え
て
お
く
。
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A
．
（
天
平
）
十
年
十
一
月
九
日
付
本
経
返
送
状
（
続
々
修
十
六
ノ
ニ
、

凱
矧
一
巻

桝
　
高
王
観
世
音
経
一
巻

鋤
翻
嘱
累
造
経
像
経
一
巻

翻
薗
翻

七
ノ
一
九
二
～
一
九
四
）

醐
調
ハ
行
蜜
経
一
巻

鯉
暴
利
二
藍
浬
樂
経
一
巻

　
　
　
（
師
利
）

娚
・粥

翻
光
菩
薩
所
説
経
一
巻

⊥

観
・
虚
空
蔵
井
問
七
仏
陀
羅
尼
呪
一
巻

373（録外
劉
戒
文
経
一
巻

川
・
第
一
義
法
勝
経
一
巻

376 403（録外）

圏
掴
川
功
徳
経
一
巻

普
賢
井
行
法
経
一
巻

　
郵
井
受
記
経
一
巻

蝿
め
翻
川
等
学
経
一
巻

（録外）206 202

火
滅
亡
光
仙
人
間
豊
本
一
巻

184　528

爾
望

経

巻

鮒
調
井
百
珊
八
願
経
一
巻

　
碧
達
摯
経
一
選

外
囚
州
四
弘
誓
呪
経
一
巻

Ψ
鶴

悩
溺
門
品
経
一
巻

響
翻
入
如
来
徳
智
不
思
議
境
界
糎
醜

　
　
　
　
　
（
問
）

㎜
　
善
腎
菩
所
門
六
波
羅
蜜
経
二
巻
　
　
閥

悦
　
大
乗
同
性
経
二
巻
　
　
　
　
　
　
　
蹴

縁
生
初
勝
分
法
門
経
二
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑

如
来
荘
厳
智
慧
光
明
入
一
切
仏
境
界
経
二
巻

護
国
＋
什
所
問
経
二
巻

二
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田
　
道
神
足
元
極
変
化
経
二
巻
　
　
　
　
㎜
・
覇
馴
詐
所
問
経
三
巻

　
　
　
　
（
遮
脱
力
）

塒
　
阿
惟
越
致
経
三
巻
　
　
　
　
　
　
　
脱
印
調
経
一
秩
十
一
巻

蜘
　
請
観
世
音
尊
消
伏
毒
陀
羅
尼
呪
経
橡
　
　
合
五
十
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
寺
之
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
脱
力
）

　
　
　
　
十
年
十
一
月
九
日
件
本
経
、
返
送
如
前
　
　
　
　
　
請
河
人
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
辛
国
人
成
　
給
赤
万
呂

「
　
　
　
　
　
　

川
原
人
成
（
半
存
）

B
．
天
平
九
年
四
月
六
日
付
皇
后
宮
職
解
（
正
集
四
十
四
、
ニ
ノ
ニ
八
～
二
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
川
原
人
成
」
（
半
存
）

　
　
皇
后
宮
職
　
牒
大
寺
三
綱
所

　
　
弛
爾
雑
経
事
　
且
請
五
十
五
巻

　
　
　
右
、
為
本
抄
写
、
件
経
奉
請
如
前
、
傍
付
舎
人
川
原

　
　
　
人
成
、
以
牒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
署
）

　
　
　
　
　
　
天
平
九
年
四
月
六
日
従
八
位
下
守
少
属
出
雲
「
屋
麻
呂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
署
〉

　
　
　
　
　
　
　
正
六
位
上
行
大
進
勲
十
二
等
安
宿
首
「
真
人
」

　
　
　
　
　
（
別
筆
）

　
　
　
　
　
「
検
　
目
　
録
　
奉
　
借
　
充
」

二
二

※
経
典
名
の
上
の
数
字
と
注
記
は
引
用
者
に
よ
る
。
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B
は
、
皇
后
宮
職
か
ら
大
寺
三
綱
所
宛
に
「
為
本
抄
写
」
と
し
て
雑
経
五
五
巻
の
奉
請
を
求
め
る
も
の
で
、
少
属
の
出
雲
屋
麻
呂
と
大

進
の
安
宿
首
真
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
署
を
加
え
る
こ
と
か
ら
正
文
と
見
ら
れ
る
。
左
側
の
別
筆
は
、
要
請
に
応
じ
た
大
寺
側
の
判
で
あ
ろ

う
。
A
で
は
、
大
寺
本
の
経
典
五
五
巻
の
返
送
を
伝
え
る
。
合
点
等
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
案
文
で
あ
ろ
う
。
紙
面
に
見
え
る
経
典
の
う

ち
、
一
＝
部
二
四
巻
に
は
筆
に
よ
る
囲
み
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
以
前
に
返
送
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
皇
后
宮
職
宛
の
天
平

十
年
九
月
九
日
付
大
安
寺
牒
（
続
々
修
十
六
ノ
ニ
、
七
ノ
一
八
九
～
一
九
一
）
で
「
以
去
天
平
九
年
四
月
六
日
所
説
於
職
家
」
と
し
て
急

送
を
求
め
ら
れ
た
二
一
部
二
四
巻
の
経
典
に
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
A
は
B
に
よ
っ
て
奉
請
さ
れ
た
経
典
の
返
却
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
魚
鋤
五
五
巻
の
内
訳
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
は
、
B
が
A
の
左
に
接
続
す
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
恐
ら
く
、
B
は
経
典
と
と
も
に
大
安
寺
（
大
寺
）
か
ら
皇
后
宮
職
へ
送
ら
れ
、
写
経
所
で
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
保
管
し
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

該
経
典
が
返
却
さ
れ
る
と
A
の
左
側
に
貼
り
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
皇
后
宮
職
が
大
安
寺
か
ら
経
典
の
奉
請
を
行
な
っ
た
の
は
、
B
の
中
で
「
為
本
抄
写
」
と
述
べ
る
よ
う
に
写
経
の
底
本
に
用
い
る
た
め

で
あ
っ
た
。
当
時
の
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
所
で
は
、
『
開
元
釈
教
録
』
の
入
用
録
所
載
経
典
を
目
標
に
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
が
進

め
ら
れ
て
い
た
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
大
安
寺
か
ら
の
奉
笹
分
に
玄
防
将
来
経
典
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
が
多
数
存
在
す
る
こ
と

で
あ
る
。
先
の
A
に
は
、
各
経
典
名
の
上
に
入
蔵
経
・
不
入
蔵
経
で
あ
れ
ば
一
覧
表
で
の
番
号
を
、
録
外
経
で
あ
れ
ば
そ
の
旨
を
記
し
て

お
い
た
が
、
こ
れ
で
い
う
と
将
来
経
典
と
一
致
す
る
の
は
鯉
『
文
殊
師
利
般
浬
繋
累
』
・
箆
『
道
樹
経
（
私
詞
心
経
）
』
・
鎚
『
不
思
議
光

菩
薩
所
説
経
』
・
鵬
『
菩
薩
内
戒
経
』
・
㎜
『
善
腎
菩
薩
所
問
六
波
羅
蜜
経
』
・
謝
『
請
観
世
音
菩
薩
消
遣
毒
陀
羅
尼
呪
経
』
の
六
部
だ
け

で
、
残
る
二
九
部
は
未
将
来
の
経
典
に
相
当
す
る
。
天
平
九
年
か
ら
十
五
年
八
月
に
か
け
て
、
仕
上
げ
の
装
横
に
充
当
さ
れ
た
「
五
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

日
経
」
を
記
録
す
る
写
一
切
経
充
装
横
帳
（
続
々
修
二
十
八
ノ
三
裏
、
二
十
四
ノ
五
三
～
五
八
）
に
は
、
こ
の
A
に
載
せ
ら
れ
る
蹴
『
大

威
灯
光
仙
人
経
』
・
㎜
『
三
号
経
』
・
紹
『
観
世
音
麗
姿
経
』
・
捌
『
仏
説
元
所
怖
望
経
』
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
皇
后

宮
職
及
び
写
経
所
は
、
玄
肪
の
未
将
来
分
の
経
典
を
B
に
よ
っ
て
大
安
寺
に
求
め
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
今
後
必

二
三
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二
四

要
と
な
る
底
本
の
探
索
が
こ
の
時
期
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
写
経
所
が
皇
后
宮
職
を

介
し
て
将
来
経
典
の
目
録
を
入
手
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
将
来
経
典
と
重
な
る
六
部
の
経
典
を
ど
う
見
る
か
が
問
題
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
B
が
作
成
さ
れ
る
以
前
の
二
・
五
・
六
・
七
回
目
の
借
請
で
写
経

所
に
入
っ
て
い
る
（
表
2
参
照
）
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
経
典
の
点
検
を
通
し
て
何
ら
か
の
不
備
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
の
は
、
舶
載
時
に
被
っ
た
破
損
や
汚
損
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
大
安
寺
に
こ
れ
ら
の
経
典
が
求
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

れ
、
玄
防
の
将
来
経
典
と
校
合
し
な
が
ら
書
写
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
未
将
来
経
典
の
探
索
に
は
、
大
安
寺
の
所
蔵
す
る
経
典
目
録
が
使
用
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
伝
え
る
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
平
十
八
年
頃
の
作
成
と
見
ら
れ
る
経
巻
奉
送
注
文
（
正
善
四
十
三
裏
、
二
十
四
ノ
三
八
九
～
三
九
〇
）
に
は
、

大
井
寺
・
観
世
音
寺
の
一
切
経
目
録
や
禅
院
寺
の
経
目
録
が
写
経
所
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
平
十
四
年
七
月
二
十
四
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
脱
力
）

ら
始
ま
る
経
師
充
本
経
井
翌
暁
諸
芸
の
冒
頭
に
は
「
天
平
十
四
年
七
月
廿
四
王
院
本
両
津
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
の
禅
院
寺
経
目
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

も
と
に
借
請
さ
れ
た
「
五
月
一
日
経
」
の
底
本
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
七
月
二
十
四
日
目
経
師
の
阿
葺
替
人
ら
以
下
に
充
当
さ
れ
た
経
典
は

七
五
部
で
、
入
蔵
経
は
五
八
部
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
九
部
は
未
将
来
経
典
に
相
当
す
る
（
］
覧
表
参
照
）
。
こ
の
禅
院
寺
は
、
『
続
日

本
紀
』
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
輔
車
の
道
解
毒
に
「
登
時
船
進
、
還
二
帰
本
朝
・
、
於
三
兀
興
寺
東
南
隅
・
、
別
建
・
禅
院
・
而
住

焉
」
、
「
後
聖
血
都
平
城
・
也
、
和
尚
弟
及
弟
子
等
奏
聞
、
徒
・
・
早
舞
院
於
新
京
・
、
今
平
城
右
京
禅
院
是
也
、
此
院
多
有
経
論
・
、
書
　
楷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

好
、
並
不
．
．
錯
誤
一
、
皆
和
上
之
所
．
蒋
来
・
者
也
」
と
記
さ
れ
る
平
城
右
京
の
禅
話
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
天
平
十
四

年
七
月
十
四
日
に
経
師
ら
に
充
当
さ
れ
た
写
経
用
の
底
本
は
、
唐
か
ら
道
照
が
将
来
し
た
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
先
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
1
）

安
寺
に
は
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
唐
か
ら
帰
国
し
た
三
論
宗
第
三
伝
と
称
さ
れ
る
道
慈
が
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
の
借
請
分
も
将
来
経

典
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
玄
翁
将
来
経
典
の
目
録
を
入
手
し
た
写
経
所
は
、
寺
院
の
所
蔵
経
目
録
を
参
照
し
な
が
ら
未
将
来
経
典
の
探
索
を
進
め
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る
が
、
そ
の
結
果
、
相
当
数
の
底
本
を
入
手
し
た
ら
し
く
、
「
五
月
一
日
経
」
の
大
乗
部
（
経
・
律
・
論
）
の
目
録
と
さ
れ
る
写
書
布
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

勘
定
帳
（
続
々
修
十
三
ノ
一
、
十
ニ
ノ
九
九
～
一
四
七
）
に
は
、
入
蔵
録
に
収
載
さ
れ
る
経
・
律
・
論
六
三
八
部
二
七
四
五
巻
の
う
ち
の

五
六
一
部
二
五
七
八
巻
に
相
当
す
る
経
典
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
覧
表
参
照
）
。
厚
志
が
将
来
し
た
大
乗
経
・
律
・
論
は
四
三
三
部
一
三

五
〇
巻
で
あ
る
（
表
1
参
照
）
か
ら
、
前
節
で
見
た
『
大
宝
積
経
』
の
よ
う
に
既
二
分
を
加
え
た
例
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
し
て
も
、
未

将
来
分
の
補
填
に
皇
后
宮
職
及
び
写
経
所
が
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
探
索
先
は
、
大
安
寺
・
禅
院
寺
の
他
に
も
多
く
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）

と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

山本幸男

（
3
）
写
経
の
方
針

　
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
『
開
元
釈
教
録
』
の
入
蔵
経
を
目
標
に
進
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
回
目
の

借
請
か
ら
不
入
蔵
経
が
含
ま
れ
、
二
回
目
以
降
に
な
る
と
録
外
経
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
未
将
来
経
典
の
探
索
に
お
い

て
も
同
様
で
、
先
の
本
経
送
状
（
A
）
に
は
不
入
蔵
経
が
三
部
四
巻
、
録
外
経
が
八
部
九
巻
存
在
し
て
い
た
。
禅
院
本
を
充
当
す
る
経
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

充
本
経
井
充
装
漬
帳
で
も
『
常
住
法
花
』
『
注
浬
桑
畠
』
『
安
楽
集
』
『
執
部
移
出
経
』
『
礼
讃
文
』
『
観
世
音
菩
薩
経
』
『
注
維
摩
経
』
『
釈

慧
浄
』
『
注
金
剛
般
若
経
』
な
ど
の
録
外
経
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
初
か
ら
入
蔵
経
に
限
定
せ
ず
、
録
外
経
も
含
め
て
「
五
月
一

日
経
」
の
書
写
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
録
外
経
と
な
る
と
、
こ
れ
を
仏
説
と
判
定
し
う
る
か
ど
う

か
と
い
う
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
が
、
書
聖
自
身
、
二
四
部
の
録
外
経
を
将
来
し
て
い
る
（
一
覧
表
参
照
）
の
で
、
他
所
か
ら
こ
う
し
た

経
典
を
借
請
す
る
場
合
に
は
玄
肪
の
識
見
が
働
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
方
針
が
と
ら
れ
た
の
は
、
血
斑
が
将
来
し
た
入
蔵
経
が
部
数
で
い
え
ば
全
体
の
半
数

余
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
未
将
来
の
入
蔵
経
は
心
内
の
寺
院
を
中
心
に
探
索
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

不
足
分
は
満
た
せ
な
い
と
の
判
断
が
あ
り
、
書
写
の
対
象
と
な
る
経
典
の
範
囲
を
拡
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
五
月
一
日
経
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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玄防将来経典と「五月一日経」の書写

二
六

の
書
写
方
針
は
、
玄
防
の
将
来
経
典
の
内
実
に
即
し
て
決
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
写
経
事
業
が
玄
防
の
強
い
影
響
下
で
進
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）

て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
皇
后
宮
職
や
写
経
所
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
写
さ
れ
た
経
典
の
巻
数
は
入
蔵
録
の
五
〇

四
八
巻
に
及
ば
ず
、
天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日
付
一
切
経
輔
導
目
録
（
続
修
後
集
二
十
六
、
ニ
ノ
三
二
二
～
三
二
三
）
に
よ
れ
ば
、
大

乗
経
別
生
（
録
外
経
）
を
含
め
て
も
総
数
は
四
五
六
一
巻
で
あ
っ
た
。
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
底
本
の
入
手
が
困
難
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
）

な
り
、
入
蔵
録
に
も
と
つ
く
一
切
経
の
完
成
は
不
可
能
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
玄
防
将
来
経
典
を
底
本
に
据
え
て
進
め
ら
れ
た
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
、
結
果
的
に
は
当
初
の
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、

反
面
、
当
時
の
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
経
典
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
こ
れ
ま
で
の
帰
国
留
学
僧
等
の
経
典
収
集
の
成
果
を
示
す
と
と
も
に
、
未

将
来
経
典
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
、
天
平
十
五
年
五
月
か
ら
『
開
元
釈
教
録
』
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
章
疏
も
対
象
に
し
て
再
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
書
写
方
針
の
変
更
に
も
玄
防
が
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
写
経
島
本
帳
の
よ
う
な
玄
防
か
ら
の
借
請
を
記
録
す

る
目
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
経
典
「
五
千
余
輩
」
の
う
ち
の
半
数
近
く
が
章
疏
類
と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
底
本
に
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
十
二
年
八
月
に
大
宰
少
弐
藤
原
広
嗣
か
ら
時
政
の
批
判
を
受
け
て
以
降
、
玄
防
の
権
勢
は
下
降
線
を
辿

る
が
、
そ
れ
で
も
臼
田
発
願
の
『
千
手
千
眼
経
』
一
〇
〇
〇
巻
書
写
が
十
三
年
七
月
か
ら
、
『
法
華
経
』
五
〇
部
四
〇
〇
巻
・
『
法
華
摂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

釈
』
一
部
四
巻
書
写
が
十
五
年
七
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
機
関
で
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
の
信
任
は
な
お
厚
か
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

　
玄
肪
が
も
た
ら
し
た
『
開
元
釈
教
録
』
の
入
蔵
経
・
不
入
蔵
経
等
を
底
本
に
開
始
さ
れ
た
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
、
一
定
の
成
果
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を
あ
げ
た
こ
と
で
一
段
落
し
た
が
、
玄
肪
の
将
来
経
典
に
は
大
量
の
章
疏
類
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
今
度
は
こ
れ
ら
を
底
本
に
「
五
月

一
日
経
」
の
拡
充
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ
は
、
中
国
の
諸
宗
派
の
研
究
成
果
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
く
、
前
回

と
同
様
に
諸
寺
院
等
か
ら
の
底
本
探
索
を
必
要
と
し
た
。
正
倉
院
文
書
に
は
、
こ
う
し
た
章
疏
類
の
借
請
を
記
録
す
る
帳
簿
類
が
存
在
す

（
馨

る
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
、
玄
防
の
将
来
経
典
が
奈
良
仏
教
に
与
え
た
影
響
及
び
当
時
の
教
理
研
究
の
様
相
が
、
よ
り
具
体
的
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山本幸男

注（
1
）

（
2
）

543
v　v／　v

（
6
）

『
続
日
本
紀
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
岩
波
書
店
）
。
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
る
年
月
日
を
付
し
た
玄
肪
・
下
道
真
備
の
動
向
は
、

『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
よ
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
六
月
己
亥
条
の
玄
防
毒
に
「
霊
亀
二
年
、
入
唐
学
問
、
唐
天
子
、
尊
レ
肪
、
准
二
二
品
・
、
令
レ
着
・
紫
袈
裟
一
、

天
平
七
年
、
随
二
大
使
多
治
比
真
人
広
成
・
還
帰
、
貴
経
論
五
千
余
巻
緩
着
仏
像
一
来
、
皇
朝
、
亦
施
紫
袈
裟
・
着
レ
之
、
下
等
－
僧
正
一
、

安
二
置
内
道
場
こ
と
記
さ
れ
る
。

叙
位
・
任
官
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
十
月
壬
戌
条
の
駅
伝
に
よ
る
。

前
掲
注
（
2
）
を
参
照
。

「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
を
担
当
し
た
皇
后
宮
職
管
下
も
し
く
は
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
機
関
を
、
以
下
で
は
写
経
所
と
称
す
。
皇
后
宮

職
管
下
の
写
経
機
関
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」
（
福
山
敏
男
著
作
集
二
『
寺
院
建

築
の
研
究
』
中
、
所
収
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は
一
九
三
二
年
）
、
栄
原
永
遠
男
「
初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三

の
問
題
」
（
同
『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
八
四
年
）
、
山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写

経
所
の
研
究
』
第
］
章
第
一
節
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

福
山
前
掲
注
（
5
）
論
文
、
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
の
書
写
に
つ
い
て
」
（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』

上
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
。
後
に
日
本
古
文
書
学
会
編
「
日
本
古
文
書
学
論
集
』
三
に
再
録
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八

年
）
。
山
下
有
美
氏
は
、
こ
の
写
経
の
開
始
時
期
を
天
平
五
年
に
求
め
て
い
る
（
前
掲
注
（
5
）
著
者
第
三
章
第
二
節
）
が
、
こ
こ
で
は

二
七
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福
山
・
皆
川
両
氏
の
見
解
に
従
っ
て
お
く
。
な
お
、
山
下
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
注
（
4
0
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

皆
川
前
掲
注
（
6
）
論
文
。

正
倉
院
文
書
の
種
別
と
「
大
日
本
古
文
書
』
に
収
載
さ
れ
る
巻
・
ペ
ー
ジ
数
を
、
以
下
で
は
本
文
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
四
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
。

文
面
の
各
経
典
名
に
は
、
合
点
や
見
せ
消
ち
の
他
に
、
「
写
」
「
二
食
」
「
写
送
」
な
ど
の
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
目
録
を
も
と
に

借
請
し
た
経
典
の
返
送
や
書
写
の
有
無
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
こ
の
他
に
、
天
平
十
二
年
四
月
七
日
の
二
七
回
目
の

借
請
記
事
の
左
に
は
、
未
写
の
底
本
の
所
在
を
記
し
た
未
写
本
経
注
文
（
七
ノ
八
九
）
が
見
え
る
）
。
天
平
八
年
九
月
二
十
九
日
付
写
経

目
録
（
続
々
修
十
四
∠
二
、
七
ノ
五
三
～
五
四
）
は
、
第
一
回
目
の
借
請
経
典
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
も
各
経
典
名
の
右
肩
に

「
写
」
「
写
了
」
な
ど
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
写
経
洋
本
帳
と
は
別
に
こ
の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
写

経
請
本
帳
に
つ
い
て
は
後
掲
の
表
2
を
参
照
。

福
山
前
掲
注
（
5
）
論
文
、
皆
川
前
掲
注
（
6
）
論
文
。

こ
の
他
に
、
天
平
十
四
年
十
月
二
十
二
日
付
閾
経
目
録
（
続
々
修
十
四
ノ
四
、
八
ノ
一
三
一
～
＝
二
二
）
に
『
三
葉
経
』
第
四
秩
第
一

巻
、
天
平
十
五
年
頃
の
写
三
内
閾
井
未
正
経
目
録
（
続
々
修
十
四
ノ
六
裏
、
二
十
四
ノ
ニ
〇
六
～
二
〇
九
）
に
『
大
乗
宝
積
経
論
』
四
巻

を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
僧
上
（
正
）
所
」
か
ら
請
け
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
、
写
経
請
本
帳
で
は
二
四
回
目
（
七
ノ
八
五
）
と

三
回
目
（
七
ノ
六
三
）
の
借
請
に
認
め
ら
れ
る
。

『
大
正
畜
犬
大
蔵
経
』
第
五
五
巻
六
八
○
ペ
ー
ジ
上
段
～
七
〇
〇
ペ
ー
ジ
下
段
（
以
下
、
『
大
蔵
経
』
五
五
ノ
六
八
○
上
～
七
〇
〇
下
の
よ

う
に
表
記
す
る
）
。

入
蔵
録
に
示
さ
れ
た
巻
数
を
満
た
さ
な
い
経
典
が
散
見
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
郵
書
か
ら
の
未
必
請
に
よ
る
と
す
る
よ
り
も
、
全
巻
を
将
来

で
き
な
か
っ
た
経
典
と
見
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
大
平
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
玄
防
が
将
来
し
た
『
開
元
釈
教
録
』
は
一
九
巻
で
、
一
巻
欠
け

て
い
た
（
同
『
正
倉
院
文
書
と
古
写
経
の
研
究
に
よ
る
奈
良
時
代
政
治
史
の
検
討
』
六
～
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
三
年
～
一
九
九
四
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
⑥
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
五
年
）
。

『
大
蔵
経
』
五
Q
ノ
七
三
三
下
～
七
三
四
上
。

聖
代
の
経
録
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
六
巻
四
八
六
～
四
九
八
ペ
ー
ジ
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
を
参
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照
。
山
下
有
美
「
五
月
一
日
経
「
創
出
」
の
史
的
意
義
」
（
正
倉
院
文
書
研
究
会
編
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

九
年
）
で
は
、
中
国
の
経
録
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。

『
大
蔵
経
』
五
五
ノ
五
七
四
上
～
中
、
五
七
六
下
～
五
七
九
上
。

大
平
聡
悟
は
、
玄
肪
は
で
き
た
ば
か
り
の
釈
教
録
を
入
手
し
、
そ
れ
を
も
と
に
経
典
の
収
集
活
動
を
行
な
っ
た
と
指
摘
す
る
（
前
掲
注

（
1
4
）
報
告
書
七
ペ
ー
ジ
〉
。

『
扶
桑
略
記
』
天
平
七
年
四
月
辛
亥
条
及
び
「
元
亨
証
書
』
巻
一
六
の
玄
防
伝
で
は
、
玄
肪
の
も
た
ら
し
た
経
典
を
い
ず
れ
も
「
経
論
章

疏
五
千
鴨
居
」
と
記
し
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
『
元
亨
緯
書
』
そ
れ
に
後
出
の
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
（
吉

川
弘
文
館
）
に
よ
る
。

入
蔵
経
・
不
入
蔵
経
に
は
、
一
覧
表
で
用
い
た
番
号
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

中
華
書
局
校
点
排
印
本
。

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
］
一
冊
。

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
〇
一
冊
。

以
下
で
言
及
す
る
経
典
の
理
解
は
、
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
（
大
東
出
版
社
、
↓
九
三
二
～
三
五
年
、
一
九
七
五
～
七
八

年
置
、
鎌
田
茂
雄
・
河
村
孝
照
・
中
尾
良
信
・
福
田
亮
成
・
吉
元
信
行
編
「
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）

に
、
仏
教
用
語
は
、
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
（
縮
刷
版
）
』
（
東
京
書
籍
、
一
九
八
】
年
）
、
中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野

達
・
末
木
文
美
士
編
集
『
岩
波
仏
教
辞
典
・
第
二
版
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
相
宗
な
ど

の
宗
派
の
教
学
史
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰
「
八
宗
綱
要
』
上
・
下
（
仏
典
講
座
、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
○
・
八
一
年
）
に
付
さ
れ
た
解
説

を
参
照
し
た
。

「
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
三
冊
。
平
川
前
掲
注
（
2
4
）
著
書
三
七
六
⊥
二
七
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

富
貴
原
章
信
仏
教
学
選
集
第
三
巻
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
↓
九
一
～
一
九
八
ペ
ー
ジ
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
。
初
版
は
一
九
四
四

年
）
。

木
村
清
孝
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
一
四
三
～
一
四
五
ペ
ー
ジ
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
二
年
）
。

鼻
溝
が
天
平
十
二
年
か
ら
始
ま
る
『
華
厳
経
』
講
説
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
堀
池
春
宮
「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
良
弁
と
上
巴
」

二
九

294



三
〇

玄防将来経典と「五月一日経」の書写

（
2
9
）

　　　　　　　　　　　　　　

34　33　32　31　30
　　　）　　）　　）　　）

（
3
5
）

38　37　3640　39

（
同
『
南
都
仏
教
の
研
究
』
上
・
東
大
寺
篇
所
収
、
法
蔵
館
、
】
九
八
○
年
。
初
出
は
一
九
七
三
年
）
、
山
本
「
天
平
十
二
年
の
『
華
厳

経
』
講
説
－
金
鐘
寺
・
元
興
寺
・
大
安
寺
を
め
ぐ
る
人
々
1
」
（
十
日
本
紀
研
究
会
編
『
滞
日
本
紀
の
諸
相
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇

四
年
）
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
、
法
相
宗
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
矛
盾
す
る
行
為
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
講
説
が
聖
武

天
皇
や
光
明
皇
后
の
盧
遺
詠
仏
造
立
の
思
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
玄
防
の
政
治
的
な
思
惑
を
読
み
取
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

秘
密
部
の
経
典
は
、
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
働
東
洋
文
庫
、
】
九
六
六
年
再
版
。
初
版
は
一
九
三
〇
年
）

の
附
録
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」
及
び
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
を
も
と
に
抽
出
し
た
。

『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
〇
、
「
大
蔵
経
』
四
九
ノ
三
七
三
中
～
下
。

『
大
蔵
経
』
五
五
ノ
五
七
一
中
～
五
七
二
上
。

一
行
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
前
掲
注
（
1
6
）
著
書
七
二
六
～
七
三
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
。

前
掲
注
（
3
1
）
に
同
じ
。

東
野
治
之
「
遣
唐
使
の
文
化
的
役
割
」
（
同
『
遣
唐
使
と
正
倉
院
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
初
出
は
一
九
七
九
年
）
で
は
、

在
唐
中
の
虚
心
が
秘
密
教
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
天
台
山
に
参
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
古
密
教
と
の
深
い
か
か
わ
り
に
言
及
し
て

い
る
。

辻
善
之
助
・
久
松
六
一
監
修
、
竹
内
理
三
編
『
至
楽
遺
文
（
訂
正
四
版
）
』
下
巻
八
九
五
～
八
九
六
ペ
ー
ジ
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
六

年
）
。『

寧
楽
遺
文
』
下
巻
八
八
七
～
八
八
八
ペ
ー
ジ
。

筒
井
英
俊
校
訂
、
再
版
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
。

『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
に
引
墨
さ
れ
る
『
延
暦
僧
録
』
の
「
高
僧
沙
門
釈
栄
叡
伝
」
・
「
高
僧
沙
門
普
照
伝
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
住
・
興
福
寺
・
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
肪
に
つ
い
て
は
、
『
七
大
寺
年
表
』
天
平
九
年
条
に
所
属
を
興
福
寺
と
記
し
、
師
の
義
淵
も

『
同
」
大
宝
三
年
・
養
老
元
年
・
神
亀
五
年
の
各
条
に
興
福
寺
の
所
属
と
見
え
る
こ
と
に
よ
る
。

『
開
元
釈
教
録
』
巻
＝
二
で
は
、
六
足
論
の
う
ち
の
『
三
施
設
足
論
』
は
三
二
と
す
る
。
『
大
蔵
経
』
五
五
ノ
六
二
〇
中
。

一
覧
表
の
大
乗
経
・
小
乗
経
・
小
乗
律
・
賢
聖
集
伝
の
項
に
示
し
た
天
平
八
年
ま
で
の
既
華
分
の
う
ち
、
（
＜
並
判
α
醤
）
と
記
し
た
も
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の
は
、
天
平
三
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
写
経
を
記
録
す
る
写
経
目
録
（
続
々
修
十
ニ
ノ
三
、
七
ノ
五
～
三
二
）
に
見
え
る
も
の
で
、
天

平
五
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
小
乗
経
雑
言
一
七
九
巻
に
相
当
す
る
。
山
下
有
美
氏
は
、
こ
の
一
七
九
巻
が
天
平
九
年
末
頃
の
集
計
と
見
ら
れ

る
奉
写
一
切
経
巻
数
注
文
案
（
続
々
修
一
ノ
六
、
十
七
ノ
五
一
～
五
二
）
の
中
で
、
「
五
月
一
日
経
」
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
、
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
は
天
平
五
年
頃
か
ら
開
始
さ
れ
、
玄
肪
が
開
元
録
を
も
た
ら
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
開
元
録

を
基
準
と
す
る
一
切
経
に
方
針
変
更
さ
れ
た
と
解
し
、
天
平
八
年
九
月
開
始
説
を
否
定
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
5
）
著
書
第
三
章
第
二

節
）
。
し
か
し
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
玄
肪
の
将
来
経
典
は
入
蔵
経
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
不
足
分
を
補
う
た

め
に
未
将
来
分
の
探
索
や
既
写
分
の
充
当
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
右
の
景
雲
一
七
九
巻
も
後
に
「
五
月
一
日
経
」
の
中
に
取
り
込
ま

れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
天
平
八
年
九
月
開
始
説
は
成
り
立
ち
う
る
と
考
え
る
。

賢
聖
集
伝
の
内
訳
は
、
実
用
書
類
以
外
は
鎌
田
前
掲
注
（
1
6
）
著
書
四
八
六
～
五
三
〇
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
六
回
目
の
借
請
に
な
る
と
重
複
し
て
借
請
さ
れ
る
経
典
（
●
印
）
が
三
二
部
現
わ
れ
、
こ
れ
以
降
こ
う
し
た
事

例
が
増
え
て
く
る
が
、
そ
の
多
く
は
書
写
済
み
経
典
の
校
正
用
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
、
校
正
終
了
前
に
「
和
上
所
」
か
ら
返

却
を
求
め
ら
れ
、
他
所
で
の
写
経
等
に
供
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

秦
大
麻
呂
の
『
問
答
』
献
上
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
五
月
古
里
条
に
よ
る
。

前
掲
注
（
3
8
）
参
照
。

漕
手
が
内
堂
場
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
将
来
経
典
も
宮
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
写
経
請
本
誌
で
は
僧
正
直
門
後
の
二

二
回
目
以
降
の
借
書
記
事
（
目
録
）
に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
経
典
は
興
福
寺
内
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
解
し
て
お
く
。

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
頒
布
「
正
倉
院
古
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
焼
付
写
真
」
及
び
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印

集
成
」
正
集
二
（
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
と
、
A
の
左
端
下
と
B
の
右
端
下
に
ま
た
が
っ
て
「
川
原
人
成
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
B
を
A
に
貼
り
継
い
だ
川
原
人
成
が
封
と
し
て
継
ぎ
目
に
書
き
加
え
た
自
署
と
見
ら
れ
る
。

以
下
で
言
及
す
る
「
五
月
一
日
経
」
書
写
関
係
の
帳
簿
は
、
皆
川
前
掲
注
（
6
）
論
文
で
の
指
摘
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

天
平
十
年
九
月
九
日
付
大
安
寺
牒
（
続
々
修
十
六
ノ
ニ
、
七
ノ
一
八
九
～
一
九
一
）
で
は
、
皇
后
宮
職
が
九
年
四
月
八
日
置
も
大
安
寺
か

ら
『
大
品
般
若
経
』
（
3
『
適
意
般
若
波
羅
蜜
経
』
）
四
〇
巻
を
奉
請
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
五
月
↓
日
経
」
用
の
底
本

と
見
な
せ
な
く
も
な
い
が
、
こ
の
経
典
は
二
一
二
回
目
に
全
巻
「
僧
上
所
」
か
ら
借
請
さ
れ
て
い
る
（
表
2
参
照
）
の
で
、
別
途
の
書
写
に
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三
二

玄防将来経典と「五月一日経」の書写

（
4
9
）

　53

）

　　　　　　　　　

525150
）　　　）　　　）

（
留
）

　　　　　　　575655
　　　）　　）

（
5
8
）

供
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

続
々
修
二
十
八
こ
口
、
八
ノ
一
一
一
～
＝
五
。
こ
の
経
師
充
本
経
井
然
洋
酒
帳
で
は
、
天
平
十
四
年
七
月
二
十
四
日
の
禅
院
本
経
の
充

当
に
続
き
四
月
十
日
の
充
経
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
付
が
遡
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
禅
院
と
は
無
関
係
の
経
本
と
見
ら
れ
る
。

藤
野
道
生
「
禅
院
寺
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六
ノ
九
、
一
九
五
七
年
）
。

山
本
前
掲
注
（
2
8
）
論
文
参
照
。

大
平
氏
は
こ
れ
を
「
天
平
十
三
年
目
録
」
と
称
し
て
い
る
（
前
掲
注
（
1
4
V
報
告
書
＝
一
～
一
四
ペ
ー
ジ
）
。

写
経
雪
雑
受
書
井
進
書
案
及
返
書
（
続
々
修
十
七
ノ
一
）
内
の
写
経
司
令
経
文
（
七
ノ
一
七
二
～
一
七
三
）
や
薬
師
寺
三
綱
写
経
盆
送
帳

（
続
々
修
四
十
六
ノ
八
、
七
ノ
一
七
九
～
一
八
一
）
に
は
、
本
経
と
し
て
奉
請
し
た
『
光
垢
下
戸
』
（
㎜
『
説
無
垢
称
経
』
）
六
巻
を
天
平

十
一
年
七
月
二
十
六
日
に
観
音
寺
へ
還
送
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
五
月
一
日
経
」
の
底
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
他
に
、
写
経
請
本
帳
内
の
未
写
本
経
注
文
（
七
ノ
八
九
）
に
見
え
る
金
堂
経
や
宮
本
経
も
、
底
本
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。山

下
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
で
は
、
「
五
月
一
日
経
」
の
「
創
出
」
の
背
後
に
は
、
写
経
事
業
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
指
導
し
た
玄
防
の
絶

大
な
影
響
が
存
在
し
た
と
指
摘
す
る
。

皆
川
前
掲
注
（
6
）
論
文
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
八
月
癸
未
条
。

天
平
十
三
年
七
月
十
五
日
付
僧
正
玄
防
写
経
願
文
（
京
都
守
屋
孝
蔵
氏
所
蔵
、
二
十
四
ノ
　
四
四
～
一
四
五
）
、
写
質
料
筆
墨
納
盃
（
続

修
三
十
四
裏
、
八
ノ
↓
八
三
～
一
八
五
）
、
雑
物
収
納
帳
（
正
平
四
十
五
裏
、
八
ノ
ニ
一
六
～
二
一
九
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
経
に
つ
い
て

は
、
栄
原
永
遠
男
「
千
手
経
一
千
巻
の
写
経
事
業
」
（
同
『
奈
良
時
代
劇
経
史
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
一
九
八

四
・
八
五
年
）
、
鷺
森
浩
幸
「
粗
率
発
願
法
華
経
・
法
華
註
釈
の
書
写
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
五
、
一
九
八
八
年
）
を
参

照
。た

と
え
ば
律
論
疏
集
伝
雨
下
収
納
井
返
送
帳
（
正
集
三
十
三
裏
、
八
ノ
一
八
五
～
一
八
八
1
1
、
二
十
四
ノ
ニ
五
八
、
八
ノ
一
八
八
1
2
～
一

九
三
、
正
写
二
十
一
裏
、
九
ノ
三
六
五
～
三
六
七
、
続
修
士
裏
、
三
ノ
一
六
一
～
一
六
三
、
〈
続
ク
（
中
間
欠
）
カ
〉
、
正
集
．
裏
、
十
ノ

五
五
三
～
五
五
四
）
な
ど
。
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